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区 分 金 	 額 

設 計 監 理 1,911千円 

建 築 エ 事 33,578千円 

電 気 工 事 7,931千円 

外 構 二L 事 4,393千円 

機 械 施 設 47,0l9千円 

備 品 5,568千円 

合 計 100,4〇 0千円 

育苗培土供給施設 容
 

内
 

設
 

施
 

対 象 面 積 2 54. Oha 

生 	産 	量 494.0 t 

一日当りう匹理量 5.2 t 

乾 燥 方 法 直接加熱方式 

金
木
町
育
苗
培
土
供
給
施
設
完
成
 

▲完成した育苗培土供給施設 
▼玉串奉典をする田中町長 

水
稲
部
門
を
中
心
と
し
て
、
健

苗
安
定
供
給
に
よ
る
生
産
性
及
び

品
質
の
向
上
と
作
業
の
合
理
化
、
 

労
働
力
の
省
力
化
、
コ
ス
ト
の
低
 
 減

を
図
る
た
め
、
平
成
六
年
度
経

営
基
盤
確
立
農
業
構
造
改
善
事
業

と
し
て
国
の
補
助
を
受
け
、
同
年

か
ら
工
事
着
工
し
て
い
た
『
金
木
 
 町

育
苗
培
土
供
給
施
設
』
が
、
一」
 

の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。
 

こ
の
育
苗
培
土
供
給
施
設
は
、
 

金
木
町
が
事
業
主
体
と
な
り
、
中

柏
木
字
不
動
野
四
八
の
三
八
に
敷

地
面
積
一
千
五
十
三
d
で
鉄
骨
造

り
平
屋
建
て
の
培
土
製
造
棟

（
三

百
四
十
七

・
四
一
一
が）
と
、
同
じ

く
鉄
骨
造
り
平
屋
建
て
の
原
土
置

場
棟

（
三
十
二
・
九
八
げ
）
を
総

事
業
費

一
億
四
十
万
円
を
投
じ
建
 
 設

さ
れ
た
も
の
で
す
b
 

金
木
町
で
は
、
若
年
層
の
農
業

従
事
者
の
減
少
と
農
業
就
業
者
の

高
齢
化
を
背
景
に
労
働
力
不
足
が

深
刻
化
し
、
生
産
の
停
滞
と
活
力

の
低
下
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
担
い
手
た
る
効
率
的
か
つ
安

定
的
な
農
業
を
行
う
経
営
体
の
育

成
と
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
生
産

性
の
高
い
育
苗
培
土
供
給
施
設
を

導
入
す
る
こ
と
で
農
家
の
栽
培
意

欲
が
向
上
し
健
全
な
農
業
経
営
が

図
ら
れ
、
地
域
経
済
の
安
定
化
と

農
家
の
所
得
向
上
を
図
る
た
め
の

手
段
と
し
て
「
育
苗
培
土
供
給
施

設
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
 

培
土
方
法
は
、
原
土
か
ら
ト
ロ

ン
メ
ル
で
石
等
を
取
り
除
き
、
焼

土
機
で
病
害
虫
や
雑
草
種
子
を
焼

き
肥
料
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
完
成
。
 

同
施
設
は
今
後
、
嘉
瀬
農
業
協

同
組
合

（
組合
長
廿
吉
崎
忠
直
）
 

が
管
理
主
体
と
な
り
ま
す
。
操
業

は
来
年
一
月
か
ら
。
こ
れ
か
ら
健

苗
が
簡
単
に
作
れ
、
良
質
の
米
作

り
に
期
待
が
か
か
り
ま
す
。
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昭
和
二
十

一
年
四
月
か
ら
四
十

九
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
青
森

県
傷
痩
軍
人
会
理
事
等
を
勤
め
傷

病
軍
人
の
地
位
向
上
と
更
生
援
護

活
動
に
尽
力
し
た
の
を
始
め
と
し

て
、
金
木
町
身
体
障
害
者
福
祉
会

会
長
を
四
十
八
年
間
に
わ
た
り
勤

め
、
更
に
は
、
金
木
町
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
副
会
長
に
四
十

一
年

間
就
任
す
る
等
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
勤
め
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
こ

の
度
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
 

角
田
氏
は
、
 
「
照
れ
る
と
同
時

に
大
変
嬉
し
い
。
今
後
も
社
会
福

祉
の
た
め
に
尽
力
し
た
い
で
す
」
 

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

安

全
祈

願
 

喜
良
市
字
小
田
川
山
地
区
に
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
を
建
設
す

る
こ
と
に
な
り
、
十
月
十
九
日
に

現
地
で
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
が
便
利
で
快
適

な
日
常
生
活
を
営
め
る
よ
う
に
、
 

こ
れ
か
ら
建
設
す
る
一
般
廃
棄
物

処
分
場
は
、
喜
良
市
字
小
田
川
山

一
番
地
三
号
に
総
面
積
六
万
九
千

八
百
四
十
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
総

事
業
費
七
億
八
千
百
八
十
万
二
千

円
を
か
け
て
九
年
三
月
完
成
予
定

で
す
。
 

ゴ
ミ
の
推
定
処
分
量
五
万
三
千

二
百
五
十
五
立
方
メ
ー
ト
ル
と
し
、
 

埋
め
立
て
た
ゴ
ミ
に
随
時
、
土
を

か
け
る
セ
ル
方
式
で
処
分
目
標
年

次
十
五
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

安
全
祈
願
祭
に
は
、
役
場
関
係

者
や
建
設
工
事
関
係
者
等
、
約
四

十
人
が
出
席
。
神
事
の
後
、
田
中

町
長
等
が
く
わ
入
や
玉
ぐ
し
を
さ

さ
げ
て
工
事
の
安
全
祈
願
を
行
い

ま
し
た
。
 

昭
和
三
十
五
年
三
月
か
ら
九
期

三
十
五
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
町

議
会
議
員
と
し
て
在
職
し
、
議
会

運
営
は
も
と
よ
り
住
民
福
祉
の
向

上
と
地
域
の
振
興
発
展
に
功
労
し

た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
沢
田
茂
さ

ん
に
十
月
三
十
日
、
自
治
大
臣
よ

リ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

沢
田
さ
ん
は
 
「こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
、
金
木
町
の
発
展
の
た
め

に
研
さ
ん
を
積
ん
で
努
カ
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

金
木
町

一
般
廃
棄
物
 

最
終
処
分
場
建
設
 

▲安全祈願祭でくわ入れを行う田中町長 

▲感謝状を受け喜ぶ沢田さん 

秋
の
叙
勲

角
田
氏
が
受
章
 

勲

五
等

瑞

宝
章
 
社
会

福
祉

功
労
 

角
 
田
 

正
 
男

（
七
十
七
歳
）
金
木
本
町
 

沢
田
議
員
自
治
大
臣
よ
り
感
謝
状
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金
木
町
産
業
文
化
ま
つ
り
が
、
中
央

公
民
館
と
農
業
者
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
十

一
月
三
日
か
ら
五
日

ま
で
開
か
れ
、
町
民
は
芸
能
発
表
や
多

彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。
 

中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
文
化
ま
つ

り
の
部
で
は
 
「さ
き
織
り
、
パ
ッ
チ
ワ
 

ー
ク
作
品
、
小
原
流
、
池
坊
お
華
」
等
の

展
示
に
加
え
、津
軽
伝
統
人
形
芝
居
「金

多
豆
蔵

一
座
」
や
青
山
良
平
文
化
講
演
 

会
が
催
さ
れ
、
テ
ン
ポ
の
よ
い
津
軽
弁

で
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。
 

農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
た
産
業
ま
つ
り
の
部
で
は
、
農

林
産
物
品
評
会
出
品
物
の
展
示
の
他
、
 

一
分
間
に
何
回
米
俵
を
か
つ
げ
る
か
を

競
う
 
「俵
か
つ
ぎ
競
争
」
が
行
わ
れ
、
 

見
る
人
も
手
に
汗
握
る
戦
い
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。
 

評
 



へ 

結
果
は
、
次
の
と
お
り
。
 

優
 
勝
 
藤
枝
太
陽
ク
ラ
ブ

⑥
小
学
校
新
人
戦
の
部
 
準

優
勝
 
県
信
用
ク
ラ
ブ
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令
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金
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（
金
木
小
）
 

（
金
木小
）
 

（
金
木小
）
 

（
金
木小
）
 

（
嘉
瀬小
）
 

（
金
木小
）
 

（
嘉
瀬小
）
 

（
嘉
瀬小
）
 

（
金
木小
）
 

（
金
木
小
）
 

（
嘉
瀬小
）
 

（
金
木小
）
 

（
金
木
小
）
 

金
木
力
ッ
プ
 

記
念
野
球
大
会
 

創
設
十
回
の
区
切
り
と
な
っ
た
 

「金
木
カ
ッ
プ
記
念
野
球
大
会
」
 

が
十
月
十
四
日
、
十
五
日
の
両
日

に
わ
た
っ
て
町
運
動
公
園
野
球
場

と
多
目
的
グ
ラ
ン
ド
を
使
用
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
は
、
小
、
中
学
校
及

び
小
学
校
新
人
戦
の
部
の
三
部
門

に
、
西
北
五
地
区
よ
り
選
抜
さ
れ

た
学
校
が
参
加
。
 

小
学
校
新
人
戦
の
部
で
は
、
初

め
て
試
合
に
出
る
子
ら
が
守
備
に
、
 

打
撃
に
、
走
塁
に
と
は
り
き
っ
て

プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
 

平
成
七
年
度
金
木
町

朝
野
球
選
手
権
大
会
 

◆
A
 
級
 

優
 
勝
 
c
I
T
Y
H
 

準
優
勝
 
金
木
野
球
ク
ラ
ブ
 

ク
 
金
木

町
役
場
 

優
秀
選
手
賞
 

松
野
岳
彦
（
男
寿
し
ク
ラ
ブ
）
 

斎
藤
和
広

（
金
木
町
役
場
）
 

白
川
三
治

（c
I
T
Y
n
)
 

山
中
 
太

（
上町
ク
ラ
ブ
）
 

小
林
 
忍

（イ
ー
グ
ル
ス
）
 

長
利
俊
司
（
金木
野
球
ク
ラ
ブ
）
 

工
藤
 
誠
（川
倉
愛
球
ク
ラ
ブ
）
 

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
 

川
口
 
均

（
金木
町
役
場
）
 

藤
元
泰
志

（
金木
町
役
場
）
 

一」
塁
打
賞
 

中
野
功
禎
（
金木
野
球
ク
ラ
ブ
）
 

ニ
累
打
賞
 

加
賀
谷
尚

（
金
木町
役
場
）
 

最
多
勝
利
投
手
賞
 

中
野
功
禎
（
金
木野
球
ク
ラ
ブ
）
 

◆
B
 
級
 
 

第
三
位
 
下
山
自
動
車
 

優
秀
選
手
賞
 

三
浦
 
吏

（
朝
日ク
ラ
ブ
）
 

斎
藤
裕
之
（
藤枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

種
村
嘉
修
（
ア
ポ
ロ
吉
崎
）
 

今
 
和
彦

（
下
山
自動
車
）
 

島
津
泰
博

（
ブー
ビ
ー
ズ
）
 

木
村
 
敦
（
県
信
用
ク
ラ
ブ
）
 

ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
 

神
島
敬
一
 
（
ア
ポ
ロ
吉
崎
）
 

葛
西
幸

一
 
（ア
ポ
ロ
吉
崎
）
 

一」
塁
打
賞
 

白
川
 
覚

（
県信
用
ク
ラ
ブ
）
 

田
中
道
典
（
藤枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

一
一
塁打
賞
 

工
藤
俊
一
（
藤枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

最
多
勝
利
投
手
賞
 

田
中
道
典
（
藤枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

ノ
ー
ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
賞
 

田
中
道
典
（
藤枝
太
陽
ク
ラ
ブ
）
 

産
業
ま
つ
り
大
会
 

◆
お
弁
当
コ
ン
ク
ー
ル
 

優
 
秀
 
賞
 
白
 
川
 
セ
 
ツ

ア
イ
デ
ァ
賞
 
吉
 
田
 
美
穂
子

ガ
 
白
 

川
 
元
 
恵

◆
俵
か
つ
ぎ
競
争
 

⑨
小
学
生
の
部

（
十
嘱
）
 

一
 

◆
ス
ト
リ
ー
ト
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

＠
小
学
生
の
部
 

優
 
勝
 
帰
っ
て
来
た
ド

ー
ナ
ツ
 

準
優
勝
 
ガ
ラ
ゲ
ッ
テ
ン
 

」
一
 
位
 
どん
ず
 

＠
中
学
生
の
部
 

優
 
勝
 
へ
な
ち
ょ
こ
チ
ー
ム
 

準
優
勝
 
ガ
ッ
チ
ャ
マ
ン
ズ
 

⑥
高
校
生
・

一
般
の
部
 

優
 
勝
 
中
村
食
堂
 

準
優
勝
 
な
る
で
ん
g
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「長
寿
一
番ス
ト
ー
ブ
列
車
」
運行
 

M
 

「津
軽
鉄
道
」
五
所
川
原
→
中

す

里
間
の
二
十
・
七
血
の
全
面
開
業

臨
 
と
同時
に
名
物

・
 
「ス
ト
ー
ブ
列

司
車
」
 
が運
行
さ
れ
、
今
年
で
六
十

し
 
五周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
 

け
 
十

一
月
一
日
か
ら
運
行
を
開
始
 

」
・
刊
 六
十
五
周
年
に
ち
な
み
、
近
隣
市

尾

恥

町
村
か
」』
彰

五
歳
以
上
の
引
を
 

z

驚
雌
加

約
三
十
名
を
招
待
し
ま
し
た
o

金
 

木
町
か
ら
は
七
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
は
、
戦
時
中
の

一
時
期
を
除
き
毎
年
運
行
さ
れ
て

き
ま
し
た
。
 

車
内
で
参
加
者
は
、
赤
々
と
た

か
れ
た
ダ
ル
マ
ス
ト
ー
ブ
を
囲
み
 

「
が
ん
ば
れ
ー
津
軽
鉄
道
応
援
団
」
 

（
団長

廿
角
田
周
）
が
用
意
し
た

地
酒
や
ス
ル
メ
、
シ
ジ
ミ
汁
に
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ス
ト
ー
ブ
列
車
は
三
月
末
ま
で

運
行
し
ま
す
。
 

v
車

し
た
今
年
は
、
午
前
七
時
八
分
に
 

、
疎

中
里
駅
を
出
発
し
た
一
番
列
車
に
 

「
「蕊
嘱
で
剖
ご肩
感
 

第
四
回
フ
A
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
生
の
演
奏
を
 
コ
ン

サ
ー
ト

は
、
第

一
部
に

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
金
木
町
 
「
後
甲
板
に
て
」
「
セ
レ
ナ
ー
デ
」
 

商
工
会
青
年
部
が
中
心
と
な
り
、
 

「道
化
師
の
ギ
ャ
ロ
ッ
プ
」
等
八

海
上
自
衛
隊
大
湊
音
楽
隊
に
よ
る
 
曲
。
第
二
部
は
、
 「
い
ち
ば
ん
近
 

「第
四
回
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
 
く
に
い
て
ね
」
「あ
る
恋
の
物
語
」
 

ト
」
が
十
月
二
十
八
日
開
催
さ
れ
 
「
ズ
ル
イ
女
」
等
の
八
曲
が
披
露

会
場
と
な
っ
た
中
央
公
民
館
は
、
 
さ
れ
ま
し
た
。
厚
み
の
あ
る
演
奏

子
供
か
ら
大
人
ま
で
四
百
人
の
町
 
に
、
皆
ん
な
終
始
聞
き
入
っ
て
い
 

民
で
埋
め
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
し
た
。
 

会場に演奏がひびきわたる 
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む
 

狐

・
 

ト職業 埼玉入間駐屯地 
航空自衛隊搭乗員 

ト氏名 三上 耕司 
ト年齢 29歳 ト出身地 金 
木町若松町 ト家族 4人 

広
報
か
な
ぎ
を
ご
覧
の
一
万

三
千
人
の
皆
様
こ
ん
に
ち
は
。
 

朝
晩
の
冷
え
込
み
が

一
段
と

増
し
て
き
た
今
日
こ
の
ご
ろ
、
 

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
 

現
在
私
は
、
埼
玉
県
入
間
市

で
家
族
四
人
元
気
に
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
 

高
校
卒
業
後
、
航
空
自
衛
隊

に
入
隊
し
、
今
は
入
間
基
地
で

航
空
輸
送
機
の
搭
乗
員
と
し
て
、
 

人
員
貨
物
輸
送
や
各
都
道
府
県

の
体
験
搭
乗
を
行
っ
た
り
、
先

の
阪
神
大
震
災
で
は
、
救
援
物

資
を
大
阪
空
港
ま
で
運
ん
だ
り

と
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
沖

縄
ま
で
日
本
全
国
と
こ
ろ
狭
し
 
 と

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。
 

 
ハ
ー
 

ド
な
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
が
と

て
も
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

休
日
は
、
趣
味
の
渓
流
釣
り

や
、
冬
は
ス
ギ
ー
を
し
た
り
と

充
実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。
 

勤
務
中
で
は
あ
る
が
、
た
ま

に
金
木
町
の
上
空
を
通
過
す
る

時
、
我
が
古
里
な
が
ら
、
緑
あ

ふ
れ
る
田
園
風
景
を
見
る
と
、
 

改
め
て
金
木
町
の
自
然
の
豊
さ

の
ど
か
さ
を
感
じ
ま
す
。
 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

自
然
を
残
し
た
町
の
発
展
を
希

望
し
ま
す
。
 

(
 


